








要約:乳幼児健診には多くの職種が関与するため,健診の内容や実施方法あるいは健診従事

者の所見のとり方，発見された要指導児に対する事後フォローの方法等について見解の差

をなくすことが重要である。このため,健診システムと質の標準化をめざして，事後フォロ

ー体制の確立に向けた「乳幼児健康診査基本指針」の作成に取り組んだ。 


